
                                                               

様式（第１１条関係） 

 

小山町議会議長 様 

  代表者  池谷 洋子 

 

議会報告会実施報告書 

開 催 日 時  平成 30年４月 19日（木） 19時 00分 ～ 20時 40分 

開 催 場 所   小山町総合文化会館 集会室 

 

司会者  副議長 池谷 洋子 

記録者 

 （総務建設委員会）渡辺 悦郎 

 （文教厚生委員会）高畑 博行 

報告者 

（総務建設委員会）副委員長 薗田 豊造 

（文教厚生委員会）委員長 池谷 弘 

参 加 者 数 28名（男性：20名、女性 8名） 

議会報告会の概要 

 

常任委員会報告 

 総務建設委員会 『平成 30 年度予算と主要事業について』 

 文教厚生委員会 『平成 30 年度予算と主要事業について』 

 

意見交換（ワークショップ） 

 総務建設委員会 『三来拠点事業による雇用の創出、 

定住人口増加の方策は』 

  

文教厚生委員会 『住みよい町にするための福祉・教育に』 

         子育て支援の各種問題について 

 

主な質問・回答 

質 問 回 答 

総務建設委員会 

 

別紙のとおり 

総務建設委員会 

 

別紙のとおり 

文教厚生委員会 

 

  別紙のとおり 

文教厚生委員会 

 

  別紙のとおり 

 

 

 



                                                               

総務建設委員会報告記録 

 

 

１．雇用の創出について 

（１）三来拠点事業での雇用数について 

    ・小山地区では、信濃高原食品株式会社の   

進出や工場拡張により、正規社員を募集

している。 

    ・現在、湯船原地区では、静岡県企業局、

小山町、大和ハウス工業株式会社が連携

して、企業誘致を行っている。 

    ・アグリインダストリーエリアでは、２社

の工場進出が決定し、150 人程度の雇用が発生すると見込んでいる。 

    ・雇用は生まれるが、その人材を確保できるように努めることも重要である。 

 

（２）定住人口の増加の方策について 

    ・全国で総体的な人口減少期に入っており、魅力ある町づくりが必要である。 

特に、子育て世代が安心して働ける環境づくりが望まれる。 

・教育環境や医療環境、そして賑わいの創出を望んでいる。 

・放置家屋や空き家の状況、買い物難民など高齢者の対応も必要である。 

・婚活事業を積極的に進めて、住んでもらえること、子育てをしてもらえるような

環境づくりが必要である。 

・例えば、大型スーパーを誘致して雇用と人口の増加を考えてみては。 

 

（３）その他の意見 

・都市計画区域の見直しを。 

・高齢者の移動手段の確保を。 

・水道などのライフライン整備は、配水管だ

けではなく、配水池なども計画的に進めて

いるのか。 

・分譲地のネーミングが分かりづらい。 

もっと分かりやすい名前にしたらどうか。 

・議会報告会の開催は、平日の夜でなく、集まりやすい休日に開催したらどうか。 

・議会報告会は、テーマを決めてミニ集会のような形で開催したらどうか。 

・町民に対して議会や行政が説明不足ではないか。事業や政策の説明が聞きたい。

そういう意味では、議会報告会はとても大事である。 

・町民に対して町の事業や計画を説明し、町民と行政が一緒に町づくりを進めてい

きたい。 

 

 



                                                               

文教厚生委員会報告記録 

 

（１）子育て支援センター「きんたろうひろば」の活用について 

    ・まだ知名度が広がっていない気がする。 

もっとアピールした方がいい。 

・子どもがいる家庭に対してセミナーなどを

開催したらどうか。 

・英語を使って遊ぶ活動などが、取り入れら

れないか。 

・高齢者に活躍してもらえる取り組みなど工  

夫できないか。 

・土日の対応はできないか。 

 

（２）放課後児童クラブについて 

    ・どこのクラブも指導員不足で悩んでいる。 

    ・なぜ指導員になってくれないのか。 

 ⇒雇用保険には加入しているが、社会保険に加入していないなど福利厚生の

改善が必要である。 

来年はどうなるのか雇用が不安定。 

若い指導員の成り手がいない。 

   ・町が子育てサポーターの研修会を開き、学

童指導員の手伝いができる人を確保するよ

うな政策はできないか。 

   ・入所人員が年々、増える傾向のクラブもあ

れば、そうでないクラブもある。 

   ・高校生ボランティアなどの活用をもっと進

めて欲しい。 

    ・小山と御殿場は学童の運営方法が異なっている。経営の平準化、安定化を図り、

指導員の負担軽減に向けて、御殿場のような方法を取り入れたらどうか。 

 

（３）３年以内を目途に町内全域小学校区ごとのこども園化について 

   ・幼保一元化（こども園化）にするメリットとディメリットは何か。 

   ・こども園になった場合、保育教育の内容に変化はあるのか。 

   ・足柄には民間のこども園があるが、足柄幼稚園の廃園に伴って今後どうなるのか。 

   ・足柄在住の保護者の中には、やはり公立の幼稚園に入れたいという希望もある。 

   ・菜の花こども園は病児保育も行なっている。 

 

 
※最初の 15分間で、出席者に意見カードを記入していただいた。 

それに基づいて全員に意見を述べていただくファシリテーションの形式をとった。 

上記の意見は、そのカードを集約したもの。 


